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研究成果の概要（和文）：本研究ではいくつかの研究に分けられるが、その内の一つとして、数名の留学生／ESL話者
を研究対象とし、それぞれが、どのようにして現地の英語母語話者と目標言語使用機会を獲得し、また、目標言語を介
して現地の人々と交流を深めているのかを調べる為、長期的にインタビュー、参与観察を行なった。その結果、彼らは
、自身の技能／知識が文化資産として認められる親和空間においてはactive social agentとして目標言語を介した社
会的やりとりに積極的に参加できていることを明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：The number of international students studying in English-speaking countries contin
ues to increase globally / world-wide. However, many studies reveal that such opportunities are not automa
tically given even if learners are living in the host country. I investigated how international students l
iving in the U.S. acquire opportunities of target language (TL)-mediated socialization with local students
 / people in naturalistic contexts. I longitudinally collected qualitative data from several international
 students / ESL speakers by informal interview and participatory observation. The main results show that t
he international students analyzed in this study secured opportunities of TL-mediated socialization with l
ocal students / people in different types of social space called affinity space where their various skills
 / knowledge is validated as trans-bordering cultural capital. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 英語圏の国々で学ぶ留学生の数は、世界レ

ベルで見ると増加傾向にある。2012 年には、

カナダでは 214,955 人、オーストラリアでは

245,531 人、英国では 488,380 人、そして、

アメリカ合衆国において819,644人もの留学

生が学んでいたことが報告されている

（Institute of International Education, 

2013）。日本人留学者数は、経済の停滞や家

計の悪化、交換留学時期と就職活動の重複、

留学費用の高騰、日本人学生の内向き思考、

そして、数十年間変化しない日本の大学の留

学プログラムなど複合的要素が原因(小林、

2011）となって 2004 年をピークに減少して

いるものの、日本政府も日本人学生の海外交

流推進に力を入れている（文部科学省、

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/25/

02/1330698.htm、2014 年 3月 16 日）。 

 英語圏の国々に留学する理由は様々であ

ろうが、その中でも、英語環境に身を置き、

日常生活の様々な場面において実際に英語

を使うことで自身の英語力を上げたいとい

うのも主な理由の一つとして挙げられるで

あろう。留学生のこうした期待は、何事もま

ず、参加することで学びが得られる（Bateson, 

1994）ことを鑑みると道理に叶った期待と言

える。しかし、問題となるのは、留学生たち

が実際どの程度、留学先での日常生活におい

て英語を使う機会が得られているのかとい

う点である。  

 留学すれば目標言語が自然に話せるよう

になるというわけではなく (Kinginger, 

2009, p.114)、過去の研究でも、例え留学し

ても目標言語を介した交流の機会を持つの

は容易ではないことが明らかにされている。

例えば Ayano (2006)は、イギリスに留学した

日本人留学生が、英語でコミュニケーション

することに対するストレス、疎外感、また、

他の日本人留学生と長時間行動を共にする

ことが地元学生との交流を妨げた事例を報

告している。Jackson (2006)は、五週間のイ

ギリス短期留学プログラムに参加する、英語

専攻の香港人大学生に焦点を当て研究を行

なったが、コミュニケーションスタイルの違

いや好まれる会話トピック、そして、ユーモ

アセンスの違いが原因で地元学生そして他

国からの留学生たちとうまく社会的関係を

築けなかったことを結果として示している。

また、Pearson-Evans (2006) は、日本に留

学するアイルランド人留学生に焦点を当て

て研究を行ない、彼／彼女らが(1)アイルラ

ンドで暮らすアイルランド人、(2)日本で暮

らすアイルランド人、(3)日本で暮らす外国

人、(4)日本で暮らす日本人の四種類のソー

シャルネットワークを築き、日本で暮らす外

国人とのネットワークは、精神的サポート、

日本に関わる情報リソースにはなるが、現地

の日本人とのネットワーク構築の妨げにも

なったことを明らかにしている。さらに

Ming-Hung Lam (2006)は、香港の大学で学ぶ

中国本土出身学生を対象に調査を行ない、現

地大学生や現地で学ぶ海外留学生との間に

存在する異なる世界観、価値観、人生目標、

選好する会話トピック、そして、異なる社会

経済・学術レベルが、彼らとの異文化間コミ

ュニケーションを困難なものにしたと述べ

ている。同様に、香港で学ぶ中国本土出身の

学生に焦点を当て研究を行なった Gao(2010)

は、中国本土の学生は、自身の知識、スキル、

アイディアが香港人学生に資産、リソースと

して認められない場合、香港の地元学生との

交流が困難になると結論付けている。 

   

２．研究の目的 
 このように過去の研究を見ると、留学生た

ちが地元民との目標言語を介した社会的交

流機会を獲得することがいかに困難なもの

であるかが分かる。そこで私は、「留学生は、

留学先でいかにして目標言語を介した社会

的実践／やりとりの機会を獲得することが



できているのか」をリサーチ・クエスチョン

とし、本研究を行なうことにした。留学生の

目標言語を介した社会的やりとりの機会は、

その言語を母語として話す地元民だけでな

く、他国からの留学生でその目標言語を流暢

に話す人々との関係の中でも獲得ができて

いることが最初の２年間、アメリカ、ロスア

ンジェルスのESLプログラムで行なったアン

ケート、インタビュー調査で明らかになった

が、三年目にハワイに一年間滞在した際に行

なった研究では、英語圏に留学する学生の、

地元の英語母語話者との関係における英語

使用機会獲得に焦点を当て本研究を続ける

ことにした。なぜなら、先述の Pearson-Evans 

(2006)も示すように、留学生にとって地元民

との社会的関係の構築、そして、彼らとの英

語を介した社会的実践／やりとりは、同国、

他国からの留学生とのものよりもより困難

であると同時に、多くの留学生が熱望するも

のでもあるからだ。 

 
３．研究の方法 
 本研究を実施した四年間(2010-2013)の内、

最初の二年間(2010,2011)はアメリカ、ロス

アンジェルでデータ収集を行なったが、

Mixed methodアプローチを採用しアンケート

とインタビューによって大学のESL学生そし

て大学の学部生から関連データを収集した。

そして、データ収集を行なう最後の年となる

三年目（2012）は、私が特別研究員としてハ

ワイ（オアフ島、ワイキキ）に一年間（2012

年 4月 9日—2013 年 3月 31 日）滞在しながら

データ収集を行なった。この年度の研究では、

留学生たちの日常生活に存在する様々な社

会的空間内における地元の英語母語話者と

の力関係、そして、それに伴い変化する留学

生の社会的実践／やりとりへの参加度合の

変化を捉える為、クリティカルエスノグラフ

ィー(Davis 編, 2011; McCarty 編, 2011)を

採用した。これは、研究対象者たちに関わる

様々な事象、殊に、彼らの力関係をクリティ

カルな視点で分析する民族学誌的研究メソ

ドロジーである。本研究は、研究対象者とな

る留学生たちの、留学先における各社会的空

間内での英語母語話者との力関係が、英語を

介した社会的実践／やりとりへの関わりに

どのような影響を及ぼしているのかを捉え

ていくことを目指しており、その点でこの研

究メソドロジーが本研究には最も適したも

のであると私は判断した。 

 
４．研究成果 

 最初の二年間で行なったアンケート・イン

タビュー調査では、留学生の多くにとっての

英語（目標言語）使用機会は、現地の英語母

語話者だけでなく、他の留学生などの非英語

母語話者との関係の中で獲得できているこ

とが明らかとなった。留学生同士の関係は、

Safe house として機能し、安心感と自信の両

方を持ちながら英語のやりとりに参加でき

ることが分かった。こうした点が明らかとな

り、私は、自身が関わっている英語教育プロ

ジェクト、明星サマースクールプロジェクト

で明星大学生と海外からやってきた非英語

母語話者とのやりとりとその効果に焦点を

当て論文（Fukada, 2011, 2012）を執筆した。 

 三年目にハワイで行なった研究では、留学

生の英語母語話者との社会的関係の構築、

彼・彼女達との関係の中で生まれる英語使用

機会の獲得に焦点を当ててデータ収集を行

なったが、先述の非英語母語話者同士の英語

のやりとり同様、共通の趣味・関心によって

結ばれる人々が社会的実践によって構築す

る親和空間(affinity space)と呼ばれる空間

においては、目標言語であってもより主体的、

積極的にやりとりに参加できることが分か

った。 

 例えば、研究対象者の一人である日本人留

学生明子の場合は、コロラドで二年間暮らし

ながらも友人を一人も得ることができなか

ったが、編入学したハワイの大学では、民族

的背景やこれまでの経験、性別、年齢などは



関係なく、互いの国／文化／言語に対する共

通の興味・関心、そして、それに関わる社会

的実践によって繫がることができる親和空

間を International Student Assosication

（ISA）の地元民／アメリカ人学生メンバー、

そして、自身がプライベートの日本語チュー

ターを務めるアメリカ人女子学生との人間

関係の中で構築することができていた。明子

がそうした地元民／アメリカ人学生たちと

構築した親和空間をコミュニティーとして

見なせるかを定義付けすることは難しいが、

明子は確かにその社会的空間内で地元民／

アメリカ人学生たちと共通の興味・関心、目

的によって心理的なつながりを持つことが

できると同時に、安心感を持って目標言語を

介した社会的実践／やりとりに参加するこ

とができていた。また、そうした社会的空間

においては、自身が文化資産を有する人的リ

ソースまたは社会的資産であるという意識、

アイデンティティーを持ちながら、他の社会

的空間よりもより主体的に地元／アメリカ

人学生と関わり合うことができたのである。

この結果は、フロイト、ユングと並び心理学

の三大巨頭と評されるアルフレッド・アドラ

ーの、人が共同体に所属しているという主観

的感覚が持つことができたり、他者と積極的

に関わり合う勇気を持てるのは、他者に貢献

できていることを実感し、自分自身に価値を

見出せた時であるという主張（岸見と古賀よ

り,2013）と一致する。 

 それぞれの親和空間において、明子が英語

を介した社会的実践／やりとりにおいて主

体的に行動できたのは、明子自身の努力／働

きかけもそうだが、その親和空間内にいる地

元民／アメリカ人学生が共有するキャピタ

ル D（=Discourse）(Gee, 2004)に基づく、彼・

彼女たちの振る舞い方、やり取りの仕方、価

値観によるところも大きい。例えば、明子が

ISA で経験した、地元民／アメリカ人学生と

英語でやりとりする最中、「言葉に詰まって

も発言権を奪わず待ってくれる」、「間違った

表現を使っても意図することが明確であれ

ばやり過ごす（let it pass）」(Firth, 2009)

という振る舞い／やり取りの仕方、また、明

子が日本語チューターを務めるアメリカ人

女子学生が、明子に積極的に話しかけ、日本

語チューターを依頼してきた行動に反映さ

れる、「明子を含む留学生の母語／文化的背

景を学ぶに値するものと見なす価値観」がそ

れぞれの社会的空間でごく自然なものとし

て共有されていたことによって明子の主体

性もその社会的空間内では強化されたのだ

と言える。 明子は其々の親和空間において、

英語能力が主に問われる社会的実践／やり

とりでは新参者の立場で他の、または、もう

一方の地元／アメリカ人メンバーのサポー

トを受けるも、明子が持つ日本または日本文

化に関する知識、そして、日本語に関わるス

キルや知識が問われる社会的実践／やりと

りには古参者的立場で他をサポートしなが

らより主体的／中心的に参加できた。このこ

とはつまり、明子は親和空間へ関わり始めた

期間のみを鑑みると新参者という立場に固

定化されるが、参加する社会的実践／やりと

りによっては流動的かつダイナミックに古

参者にもなりうることを意味する。 

 Gao(2010)は、香港の英語を介して授業が

行なわれる大学で学ぶ、中国本土出身学生の

英語使用機会獲得について研究を行ない、中

国本土出身学生の持つ知識／スキルは資産

として必ずしも価値あるものとして見なさ

れなかったと結論付けているが(p.288)、地

元民／アメリカ人学生との社会的実践／相

互的やりとりを社会的空間の概念的枠組み

の中で分析すると、留学生たちが持つスキル

／知識は、偶然にある時は資産と見なされた

り、見なされなかったりするわけではないこ

とが分かる。留学生が各社会的空間の中で、

どのような経験や背景を有した地元民／ア

メリカ人学生と、どのような社会的実践に関



わり、また、どのような話題やテーマについ

て相互的やりとりを行なっているのかを考

慮することによって、どのような状況で留学

生の有する知識／スキルが文化資産となり、

また、彼／彼女達が社会的資産となりうるの

かを推測することが可能となる。地元民／地

元学生が持つ背景／経験は多様であり、どの

ようなスキル／知識に価値が置かれるのか

も様々である。つまり、留学生のスキル／知

識は、留学先のすべての状況で固定的に文化

資産として位置づけられることはないのだ。 

 明子だけでなく、この度の研究で確認され

たその他の事例においても、研究対象者たち

の様々なスキル／知識（韓国伝統楽器のスキ

ル／韓国伝統音楽の知識；波打ち際で行なう

スポーツ、スキムボードのスキル、また、所

有するスキムボードそのもの）が文化資産と

して見なされる親和空間では、地元学生／地

元民との目標言語を介した関係の中でも留

学生／ESL 話者たちがより積極的な社会的主

体となり得ている様子を捉えることができ

た。本研究で私は、明子、そして、その他の

研究対象者のこうした様々なスキル／知識

を単に文化資産と呼ぶのではなく、越境する

文 化 資 産 （ Trans-bordering cultural 

capital）と位置付けることにした。なぜな

ら、各研究対象者の様々なスキル／知識は、

各々が見つけた親和空間内で国境や異なる

民族的背景、そして、性別、年齢など、様々

な境界を超えて地元民／地元学生とつなが

れる文化資産に成りうることを確認できた

からである。ハワイで行なわれた研究で明か

になったこうした点は一本の論文を執筆し、

JACET ジャーナルに投稿している（現在審査

中）。そして、さらにもう一方の論文を現在

執筆中である。 
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